
  

■ 第４回北海道・東北地区国⽴⼤学法⼈理学部⻑会議開
催される

■ 第101回国⽴⼤学法⼈10⼤学理学部⻑会議開催される

■ 理学研究科・理学部において安全教育に関する講習会
開催される

■ 平成17年度⼤学院理学研究科⼊学試験について

■ 平成17年度理学部物理学科第3年次編⼊学⽣募集につ
いて

■ 外国の研究機関との共同研究

■ 海外からの来訪者

■ 名誉教授称号授与

■ 学会賞等の受賞

■ 学位授与

■ 新任教員紹介

■ ⼈事異動

■ 各種委員会委員〈PDFファイル204k〉

■ ⾏事予定

 

 

 第４回北海道・東北地区国⽴⼤学法⼈理学部⻑会議が4⽉22⽇（⽊）、東北⼤学の当番により
東北⼤学理学部会議室で開催されました。
 本会議では、協議題「教育研究評価に関する意⾒交換、法⼈化後の問題点について」、各⼤学
における取り組みと検討状況について情報交換が⾏われました。

 

 

 



 

 

 

 第101回国⽴⼤学法⼈10⼤学理学部⻑会議が5⽉27⽇、28⽇の両⽇、京都⼤学の当番により京
都市で開催されました。
 はじめに、出席した⽂部科学省⾼等教育局の真⼦博国⽴⼤学法⼈⽀援課⻑補佐から、「国⽴⼤
学法⼈の運営費交付⾦算定ルール」等について、資料に基づき説明の後、意⾒交換が⾏われまし
た。
 次いで、議題(1)「博⼠学位取得者の企業・産業界での雇⽤の促進について」、(2)「理学部受
験者数減少傾向への対応策について」、(3)「新学習指導要領による平成18年度の理科出題範囲に
ついて」、(4)「法⼈化後の理学研究科の運営及び現状について」、承合事項「野外調査や学外施
設利⽤等における学⽣の⾃⼰負担の実状及び安全管理対策について」、「理学教育の評価システ
ムについて」等について、活発な意⾒交換、情報交換が⾏われました。

 



 平成16年７⽉５⽇（⽉）理学部⼤講堂において安全管理に関する講習会「研究室における安全
対策の実際」が、連携講座「基礎産業⽣物科学講座」扇⾕ 悟教授（独⽴⾏政法⼈ 産業技術総
合研究所ゲノムファクトリー部⾨分⼦発現制御研究グループ⻑）を講師として開催されました。
 本研究科では、本年４⽉からの法⼈移⾏に伴い労働安全衛⽣法が適⽤となり、より⼀層厳格な
安全衛⽣管理が求められることから、教員、特に安全主任者を中⼼とした講習会を開催したもの
です。
 まず、前半では、安全管理に関する総論として、 ※１）事故・傷害に対する四重責任（１．刑
事責任、２．⺠事責任、３．⾏政責任、４．社会的責任）について、実例を交えて説明がありま
した。
 特に教授（助教授）には、学⽣に対して業務（実験等）の⽅法と共に起こり得る危険を教え事
故を未然に防ぐ安全配慮義務があること。この安全配慮義務を怠った結果、学⽣が負傷した場合
は、⼤学は債務不履⾏或いは不法⾏為に基づく損害賠償を負うことなどの説明がありました。
 後半では、扇⾕先⽣が産業技術総合研究所分⼦発現制御研究グループ⻑として、教員、学⽣等
の着任時の安全教育、⽉１回以上の実験室の安全確認及びグループ安全衛⽣会議等の安全教育の
取り組み⽅の説明がありました。
 また、※２）施設、設備に関する⼀般的注意事項、※３）特定化学物質、危険薬品等実験に関
わる注意事項及び地震による試薬等の転倒防⽌などの安全対策の取り組みについて、実例を交え
て説明が⾏われました。
 最後に、事故を起こしてしまったとき（ヒヤリハットも含めて）は、学内での同様事故を未然
防⽌するためにも、報告書を作成、科内の安全関係部署による調査、事故内容の公開等を⾏うこ
とが必要である旨の説明がありました。

※１．事故・傷害に対する四重責任



１）刑事責任（労働安全衛⽣法、⾼圧ガス保安法、消防法、刑法（業務上過失傷害）に
　　　　　　　よる懲役・罰⾦）

２）⺠事責任（損害賠償）
３）⾏政責任（業務停⽌）
４）社会的責任（信⽤の失墜）

※２．施設、設備に関する⼀般的注意事項（主な注意事項）
１)危険・有害な作業は、原則として、休⽇・深夜に⾏わないこと。
２)常勤職員以外は、原則として、常勤職員不在時に危険・有害な作業を⾏わないこと。
３)不在時に無⼈運転機器がある場合は、必要な安全措置を取り、緊急時の連絡先を廊下
に掲⽰すること。

※３．特定化学物質、危険薬品等実験に関わる注意事項（主な注意事項）
１）薬品

a ⼀般薬品
 転落防⽌

 b 廃液
 蓋を開けっ放しにしない、転倒防⽌、適切な分別

 c 試薬
 試薬庫を固定。試薬はしきりの中へいれる

 d 有機溶剤、特定化学物質、毒物・劇物、危険物 
 法規に沿って取り扱う
 使⽤記録（劇物・毒物、特定管理物質（ベンゼン））
 必要に応じドラフトの使⽤
 必要に応じ保護メガネ、マスク、⼿袋を使⽤
 実験室を居室にしない。飲⾷禁⽌等とする
 応急措置の掲⽰等

 e 危険薬品 
 机の上に出しっぱなしにしない。床には絶対に置かない
 転倒防⽌のための柵、カップを利⽤
 薬品庫を固定する。施錠する
 使⽤記録（劇物・毒物） 

２）電源
ショートさせない。床を這わせない。ケーブルの保護等

３）ボンベ
上下２箇所を固定。使⽤期限を守る

４）避難経路の確保
80cm以上の歩くスペースを置く
廊下にものを置かない
棚の上にはものを置かない。棚は固定する



 

 

 本研究科では、平成17年度修⼠(博⼠前期)課程及び博⼠後期課程⼊学試験を下記のとおり⾏い
ます。
 なお、本年度の願書受付期間は、7⽉2⽇（⾦）〜8⽇（⽊）までで、すでに終了しています。

  １．⼊学試験⽇
    平成16年7⽉27⽇〜29⽇

  ２．学⽣定員

専 攻
課 程

修⼠（博⼠前期）課程 博⼠後期課程

数   学   専   攻  ４６名  ２２名

物  理  学  専  攻  ３９名  １９名

化   学   専   攻  ４８名  ２３名

⽣ 物 科 学 専 攻  ４５名  ２２名

地 球 惑 星 科 学 専 攻  ３８名  １８名

合  計 ２１６名 １０４名

 



 

 

 本学部では、平成17年度物理学科第3年次編⼊学学⽣募集を下記のとおり⾏います。
 なお、本年度の願書受付期間は、7⽉1⽇（⽊）〜12⽇（⽉）までで、すでに終了しています。

記

               １．⼊学試験⽇  平成16年8⽉6⽇（⾦）

               ２．募集⼈員    若⼲名

 



（１） 共同研究名

 
Synthesis, structure, and biological activity of indole phytoalexins and
their analogs.

  (インドール系ファイトアレキシン及びその誘導体の合成・構造・⽣理活性)
   
  共同研究を⾏った研究機関・研究者職・⽒名

 
Assoc. Prof. Dr. Peter Kutschy,
Department of Organic Chemistry Faculty of Natural Sciences
P.J. af rik University Slovak Republic

（２） 共同研究名

 
Structure - Based Approach for Discovery of Small Molecule Bcl-2 
nhibitors.

  (構造情報に基づいた抗腫瘍性Bcl－２阻害低分⼦の開発)
   
  共同研究を⾏った研究機関・研究者職・⽒名

 
York Tomita Assistant Professor
Georgetown University Medical Center, Washington DC, USA

（１） 共同研究名

 

Persubstitued Syclodxtrin-based glyco clusters as inhibitors of protein-
Carbohydrate 
recognition using purified plant and mammalian Lectins and wild-type
and Lectin-gene-
transfected tumor cells as targets.

   
  共同研究を⾏った研究機関・研究者職・⽒名

 

 

理学研究科⽣物科学専攻（⾼分⼦機能学）助教授 ⾨ 出 健 次
 

 

 

理学研究科⽣物科学専攻（⾼分⼦機能学）教授 ⻄ 村 紳 ⼀ 郎
 



  Prof. Hans-Joachim Gabius
Chair of Biochemistry
Institute of Physiological Chemistry
Ludwig-Miximilians-University Munich

   

   
   



 

 

期間︓平成１６年４⽉１⽇〜６⽉３０⽇
受⼊れ専攻等名>> 数学専攻 | 物理専攻 | 化学専攻 | ⽣物科学専攻 | 地球惑星科学専攻

 

（受⼊れ専攻等名︓数学専攻)

年  ⽉  ⽇
（期 間）

来  訪  者
（国名・所属・職名・⽒名）

⽬     的

16.4.5〜4.9 フランス・マルセイユ⼤学理論物理研究所・
教授・Vaienti Sandro

研究打合せ

16.5.21〜5.23 中国・復旦⼤学⼒学研究所・
教授・Ding Guanghong

｢距離関数の特異性とその蛋⽩質⽴体構
造解析への応⽤｣に関する研究打合せ

16.5.27〜6.27 シンガポール・National University of Singapore・
助教授・De-Qi Zhang

研究打合せと特別講演｢Projective
plane
:its surjective image V.S.its quotient
space｣
連続講演｢Automorphisms of K3
surfaces｣

16.6.17〜7.7 アメリカ・ノートルダム⼤学・
教授・Han,Qing

｢結晶成⻑現象における幾何測度論的な
数理解析｣に関する研究打合せ､講演
｢Isomeric embedding in R3｣

16.6.18〜7.15 フランス・パリ第６⼤学確⽴論研究所・
講師・Mich le Thieullen

研究打合せ､セミナー｢調和過程の⼀般化
について｣

（受⼊れ専攻等名︓物理学専攻）

年  ⽉  ⽇
（期 間）

来  訪  者
（国名・所属・職名・⽒名）

⽬     的

16.5.26〜5.29 インド・Institute of Mathematical Science・
Prof.G.Basltaran

学術講演のため

（受⼊れ専攻等名︓化学専攻）

年  ⽉  ⽇
（期 間）

来  訪  者
（国名・所属・職名・⽒名）

⽬     的

16.5.24 アメリカ・アーカンソー⼤学・
副学科⻑・William A.Myens

表敬訪問

（受⼊れ専攻等名︓⽣物科学専攻）

年  ⽉  ⽇
（期 間）

来  訪  者
（国名・所属・職名・⽒名）

⽬     的



16.4.30〜7.28 インドネシア・インドネシア科学院⽣物学研究センター
動物学部⾨・
研究員・Sri Hartini

論博プログラムによる研究指導を受ける
ため

16.5.11〜5.24 ハンガリー・ハンガリー科学アカデミーバラトン陸⽔学
研究所・
教授・K roly Elekes

科研・企画調査(基盤C)の研究打合せ

16.5.30〜6.1 ドイツ・Institute of Physiological Chemistry,
Ludwig-Maximilians-Univ.
Munich, 
Prof.H.-J.Gabius
Dr.Sabine Andre 

講演・共同研究打合せ

（受⼊れ専攻等名︓地球惑星科学専攻）

年  ⽉  ⽇
（期 間）

来  訪  者
（国名・所属・職名・⽒名）  

14.7.26〜
16.7.25

トルコ・ボアジチ⼤学カンディーリ地震観測所・
研究員・Oguz Ozel

｢マルマラ海で発⽣が予測されている⼤
地震によるイスタンブールでの強震動の
予測｣の研究のため



 

 

 元地球惑星科学専攻地球惑星物質圏科学講座 宇 井 忠 英教授

 元地球惑星科学専攻地球惑星物理科学講座  ⻄ ⽥ 泰 典教授

 本年3⽉31⽇限り定年により退官された２教授に対し、4⽉1⽇付けで本学名誉教授の称号が授
与され、6⽉8⽇事務局⼤会議室において称号授与式が⾏われました。

 



 

 

 北海道⼤学⼤学院理学研究科⽣物科学専攻（⽣物学） ⾺渡駿介教授は、「動物分類学の振
興」により、平成16年5⽉22⽇、⽇本動物分類学会から、第⼀回⽇本動物分類学会賞を受賞され
ました。

 

 北海道⼤学⼤学院理学研究科⽣物科学専攻（⾼分⼦機能学） ⻄村紳⼀郎教授は、「複合糖質
の合成研究」により、平成16年5⽉26⽇､社団法⼈⾼分⼦学会から、平成16年度⾼分⼦学会賞を
受賞されました。

 

 北海道⼤学⼤学院理学研究科⽣物科学専攻（⾼分⼦機能学） 新倉謙⼀助⼿は、「光重合⾼分
⼦膜を⽤いた糖鎖センシング材料の構築」により、平成16年5⽉26⽇､社団法⼈⾼分⼦学会から、
平成16年度⾼分⼦研究奨励賞を受賞されました。

 



 

 

平成16年6⽉30⽇学位授与者(2名)

（課程博⼠)

藪    浩(化学専攻)
Fabrication of Mesoscale Polymer Structures by Self-Organization         

(主査︓下村 政嗣教授)

 

（論⽂博⼠）

南 雲 秀 樹(地球惑星科学専攻)
濃尾平野の地盤構造と地震特性に関する研究          

(主査︓笹⾕ 努助教授)

 



 

 

 

の ぐち    ひでのり

野 ⼝   秀 典 （化学専攻分⼦構造化学講座助⼿）

（平成16年5⽉1⽇採⽤）

最終学歴︓平成11年12⽉北海道⼤学⼤学院理学研究科化学専攻博⼠後期
課程修了、 学位︓博⼠（理学）、略歴︓平成9年4⽉⽇本学術振興会特別
研究員（DC2）平成12年1⽉同振興会特別研究員(PD)(東京⼯業⼤学)こ
の間平成13年4⽉〜13年10⽉までドイツForschungszentrum Julich 研
究員平成15年1⽉科学技術振興事業団研究員(奈良先端科学技術⼤学院⼤
学)平成16年4⽉東京⼯業⼤学研究員､ 専⾨分野︓(光)電気化学、表⾯化
学、⾮線形分光

 

 



 

 

平成16年4⽉8⽇付け発令

（任命）  

⼤学院理学研究科副研究科⻑
任期︓H16.4.8〜H17.4.30 
化学専攻機能分⼦化学講座教授 佐々⽊ 陽 ⼀

⼤学院理学研究科副研究科⻑
任期︓H16.4.8〜H17.4.30
⽣物科学専攻系統進化科学講座教授 ⽚ 倉 晴 雄

 

平成16年4⽉6⽇付け発令  

（採⽤）  

21世紀ＣＯＥプログラム「新・⾃然史科学創成」
ＣＯＥ研究員 澤 ⽥ 義 弘

   

平成16年4⽉26⽇付け発令  

（採⽤）  

化学専攻教務補助員 神   裕 介

21世紀ＣＯＥプログラム「特異性から⾒た⾮線形構造の数学」 
ＣＯＥ研究員 有 ⾺ 研⼀郎

   

平成16年5⽉1⽇付け発令  

（採⽤）  

化学専攻分⼦構造化学講座助⼿
  東京⼯業⼤学資源化学研究所 研究員から 野 ⼝ 秀 典

   

平成16年5⽉21⽇付け発令  

（採⽤）  

21世紀ＣＯＥプログラム「新・⾃然史科学創成」
ＣＯＥ研究員 河 村   裕



21世紀ＣＯＥプログラム「特異性から⾒た⾮線形構造の数学」
ＣＯＥ研究員

Martijn.van.Manen

   

平成16年6⽉1⽇付け発令  

（転出）  

化学専攻分⼦構造化学講座助⼿
  ⾃然科学研究機構分⼦科学研究所助教授へ 信 定 克 幸

   

平成16年6⽉7⽇付け発令  

（採⽤）  

化学専攻事務補佐員 辻   幸 恵

   

平成16年6⽉10⽇付け発令  

（採⽤）  

21世紀ＣＯＥプログラム「新・⾃然史科学創成」
ＣＯＥ研究員 植 ⽥ 勇 ⼈

   

平成16年7⽉1⽇付け発令  

（採⽤）  

⽣物科学専攻科学研究⽀援員 塩 満 栄 司

地球惑星科学専攻技術補助員 三 浦 尚 史

 



平成１６年６月現在　　№１

生 物 学 高分子機能学 地球惑星物質科学 地 球 物 理 学

小 野 薫 小 野 寺 彰 澤　村　正　也 グ ン 剣 萍 池 田 隆 司 ◎研究科長、副研究科長  任期１年 17.3.31

評議員  上段は専攻長・学科長

魚　崎　浩　平 増 田 道 夫 中 川 光 弘 オブ）笠原センター長  下段は専攻委員・学科委員

◎研究科長、副研究科長  専攻長・学科長及び専攻委員・学科

評議員  委員が委員

評議員、笠原センター長  任期２年　1７.3.31

◎佐々木副研究科長

笠原センター長

教 務 委 員 会 中 村 玄 大 川 房 義 矢 澤 道 生 、 及 川 英 秋 山 口 淳 二 田 中 勲 小 笹 隆 司 林 祥 介 ◎全学教務委員会委員（山口）  任期１年　17.3.31

◎伊土評議員

副委員長:(全学)学生委員会委員

地震センター西村裕一

（ 全 学 委 員 ） 大 西 明 林 祥 介  任期２年　18.3.31

放 射 線 取 扱 主 任 者 今　川　敏　明  代理）日夏幸雄  任期なし

加 藤 敦 之

高 田 泰 弘

エ ッ ク ス 線 取 扱 主 任 者 稲　辺　　保  任期なし

国際規制物質計量管理責任者 熊 谷 健 一  任期なし

◎委員の互選  任期１年　17.3.31

(技術部）

地震火山研究観測センター 中 川 光 弘 池 田 隆 司 ◎笠原　稔

運 営 委 員 会 在 田 一 則 日 置 幸 介 　岡田　弘、島村英紀、茂木透

有 害 廃 液 管 理 責 任 者 喜　多　村　　昇 補助者　会計掛長  任期なし

端 末 責 任 者 行 木 孝 夫 三 品 具 文 野　呂　武　司 栃 内 新 姚 閔  任期なし

数理系（１５組） 物理系（１６組） 物理系（１７組） 化学系（１８組） 化学系（１９組） 生物系（２０組）

ク ラ ス 担 任 山 口 佳 三 倉 本 圭 山本　昌司 澤 村 正 也 坂 口 和 靖 ◎増田 道夫  任期１年　17.3.31

ク ラ ス 副 担 任 本 多 尚 文 清 水 隆  任期１年　17.3.31

◎研究科長、副研究科長、山口教務委員長

倉　本　　圭

角　皆　　潤 新　田　勝　利

池　田　　亮

矢 澤 道 生 、 嘉 屋 俊 二

村　越　　敬

鈴 木 孝 紀 、 武 田 定 山 下 正 兼 川 端 和 重

新 倉 謙 一

及 川 英 秋 、 伊 藤 肇

姚 閔

出 村 誠

技 術 部 運 営 協 議 会 在　田　一　則

そ の 他

沢　田　　健

 ◎クラス担任の理学部代表教官

河 本 昇津 田 一 郎

羽 部 朝 男

小 山 順 二

前 田 亟

井 上 昭 彦

小 野 薫

専 攻 長 ・ 学 科 長 会 議

小 野 薫

◎　委 員 長 （責任者）、※全学委員会で選出

数 学 専 攻

点 検 評 価 委 員 会

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 委 員 会

放射線障害予防安全委員会

本 多 尚 文

松 本 健 司

地球惑星科学専攻

グ ン 剣 萍 中 川 光 弘 池 田 隆 司

石 川 剛 郎

新 井 朝 雄

橋 元 明 彦

西 弘 嗣

野 嵜 龍 介

沢 田 健

谷 野 圭 持 、 分 島 亮

森 谷 武 男

知 北 和 久

坂 口 和 靖 、 木 口 学

今　川　敏　明 三　浦　裕　行

河 本 充 司 渡 邉 信 久

芳 賀 永

大 西 明

清 水 隆

堀 口 健 雄

天 谷 健 一

◎熊谷 健一

野　呂　武　司

 任期１年　17.3.31

 任期１年　17.3.31

 任期１年　17.3.31

 任期１年　17.3.31

 任期１年　17.3.31

 任期なし

図 書 委 員 会

学 生 委 員 会

 任期１年　17.3.31

若 原 正 巳

放 射 線 取 扱 主 任 者 補 佐

災 害 対 策 委 員 会

広 報 委 員 会

栃 内 新

山本 興太朗

予 算 委 員 会

将 来 計 画 委 員 会

そ の 他

増 田 道 夫小 野 寺 彰 グ ン 剣 萍 中 川 光 弘澤 村 正 也 、 魚 崎 浩 平 池 田 隆 司

小 野 寺 彰 澤 村 正 也 、 魚 崎 浩 平 増 田 道 夫

化 学 専 攻物 理 学 専 攻

◎今川　敏明

◎佐々木副研究科長

◎片倉副研究科長

◎（全学）図書館委員会委員（新井）

江 川 徹 、 藤 原 憲 秀

備 考

 任期なし古 川 英 光 永 井 隆 哉

鈴 木 徳 行 渡 部 重 十

生 物 科 学 専 攻

高 田 泰 弘

末 廣 一 彦

 任期１年　17.3.31

平　成　１６　年　度　研　究　科・学　部　内　各　種　委　員　会　委　員平　成　１６　年　度　研　究　科・学　部　内　各　種　委　員　会　委　員平　成　１６　年　度　研　究　科・学　部　内　各　種　委　員　会　委　員平　成　１６　年　度　研　究　科・学　部　内　各　種　委　員　会　委　員

専攻等名
委員会名

＊稲辺　保
＊日夏幸雄

桑島俊昭、宮島信彦、岡山宗夫、佐藤久志、小川正
人

（中原）



平成１６年６月現在　　№２

生 物 学 高分子機能学
地球惑星物質

科 学
地 球 物 理 学

教 育 研 究 評 議 会 伊 土 政 幸 研究科長 任期：18.3.31

役 員 補 佐 山 口 佳 三 渡 部 重 十 任期：17.4.30

総 長 室 ・ 評 価 室 室 員
企画・経営室：
山 口 佳 三

評価室：佐々木陽一
施設・環境計画
室：鈴木範男

研究戦略室：
渡 部 重 十

教 務 委 員 会 山 口 佳 三 研究科長 任期２年：17.3.31

教 務 委 員 会
教 職 課 程 専 門 委 員 会

齊 藤 睦 任期２年：17.3.31

教 務 委 員 会
留 学 生 教 育 専 門 委 員 会

出 村 誠 任期２年：17.3.31

教 務 委 員 会
教育情報システム専門委員会

山 口 佳 三 15.5.25〜

高等教育機能開発総合センター
全 学 教 育 委 員 会 委 員

小 野 寺 彰 任期２年：17.3.31

「化学・技術の世界」 「化学」 「地学」
「数学」 杉 山 滋 郎 日　夏　幸　雄 「生物学」 「教養科目」

山 下 博 「物理学」 「環境と人間」 栃 内 新 新 井 田 清 信 任期２年：17.3.31
加 藤 幾 芳 稲　辺　　保

高等教育機能開発総合センター
高等教育開発研究委員会

知 北 和 久 任期２年：17.3.31

学 生 委 員 会 中原 純一郎 任期２年：18.3.31

学 生 委 員 会
インターンシップ専門委員会

藤 野 清 志 任期２年：17.3.31

入 学 者 選 抜 委 員 会 矢　澤　道　生 学　部　長

第二次入学試験実施委員会 矢　澤　道　生（17.3.31）

中 村 郁 加 藤 敦 之

山 下 博 高 畑 雅 一

入 学 相 談 室 喜 多 村 　昇 小 笹 隆 司 任期なし

Ａ Ｏ 入 試 委 員 会 泉 屋 周 一 石 川 健 三 喜 多 村 　昇 高 橋 孝 行 任期２年：18.3.31

高等教育機能開発総合センター
全 学 教 育 科 目 責 任 者

大学入試センター・第二次入試
総　務　部　会

平　成　１６　年　度　全　学　各　種　委　員　会　委　員　名　簿平　成　１６　年　度　全　学　各　種　委　員　会　委　員　名　簿平　成　１６　年　度　全　学　各　種　委　員　会　委　員　名　簿平　成　１６　年　度　全　学　各　種　委　員　会　委　員　名　簿

物 理 学 専 攻

◎　委 員 長 （責任者）、※全学委員会で選出

数 学 専 攻 そ の 他 備 考

任期１年：17.3.31

地球惑星科学専攻
化 学 専 攻

生 物 科 学 専 攻

任期２年：18.3.31

任期１年：17.3.31

出 題 ・ 採 点 委 員 会 藤 本 正 行

山 下 正 兼

　藤 野 清 志（17.3.31）

高等教育機能開発総合センター
入学者選抜企画研究委員会

山 本 興 太 朗

喜 多 村 　昇 川 村 信 人 小 山 順 二

鈴 木 久 男

山 下 正 兼（18.3.31）

任期２年：18.5.31

第 二 次 入 学 試 験 実 施 委 員 会
出題部会 ・採点部会責任者 （理系 ） 矢　澤　道　生

高等教育機能開発総合センター
生 涯 学 習 研 究 委 員 会

小 山 順 二 任期２年：17.3.31

高等教育機能開発総合センター
予 算 ・ 施 設 委 員 会

伊 土 政 幸 任期２年：17.3.31

高等教育機能開発総合センター
安 全 管 理 委 員 会

任期２年：17.3.31

専攻等名
委員会名



平成１６年６月現在　　№３

生 物 学 高分子機能学
地球惑星物質

科 学
地 球 物 理 学

点 検 評 価 委 員 会 研究科長

点 検 評 価 委 員 会 幹 事 会 研究科長

２ １ 世 紀 Ｃ Ｏ Ｅ 推 進 会 議 渡 部 重 十 研究科長

情 報 公 開 審 査 委 員 会 16.4.1〜農学研究科から推薦

安 全 委 員 会

放射性同位元素等管理委員会 今 川 敏 明（17.3.31） 加 藤 敦 之 任期２年：18.3.31

組換えＤＮＡ実験安全委員会 加 藤 敦 之 任期２年：18.3.31

組換えＤＮＡ実験安全主任者 池 田 亮 任期２年：17.11.27

保健管理センター運営委員会 及　川　英　秋 任期２年：17.3.31

環境保全センター運営委員会 澤　村　正　也 任期２年：17.3.31

留学生センター運営委員会 山 本 興 太 朗 任期：18.3.31

国 際 交 流 室 Ｗ Ｇ 魚　崎　浩　平 任期２年：17.4.30

図 書 館 委 員 会 新 井 朝 雄 任期２年：19.6.30

遠友学舎企画運営委員会 島 田 伊 知 朗 任期２年：18.3.31

低温科学研究所運営協議会 岡 田 尚 武 任期２年：17.4.30

キャンパス・マスタープラン９６見直し 在 田 一 則 （高等教育センター推薦）

物 理 学 専 攻 化 学 専 攻

脳 科 学 研 究 教 育 セン タ ー
基 幹 教 員

アイソ トープ総合 セン ター
広 報 専 門 委 員 会

アイソ トープ総合 セン ター
有機廃液処理専門委員会

生 物 科 学 専 攻
数 学 専 攻

地球惑星科学専攻
そ の 他 備 考

留 学 生 セ ン タ ー
留 学 生 指 導 専 門 委 員 会

松 永 悟 朗 任期なし（留学生担当教員）

前田　仁一郎（本研究科以外からの推薦）

病 原 性 微 生 物 等 安 全
管 理 委 員 会

高 田 泰 弘 任期２年：18.3.31

津 田 一 郎 任期２年：19.3.31

ア イ ソ トープ総合 セン ター
運 営 委 員 会

矢　澤　道　生 任期２年：18.6.30

低 温 科 学 研 究 所
共 同 利 用 委 員 会

遊 馬 芳 雄 任期２年：17.9.30

任期２年：18.6.30

任期２年：18.6.30

アイ ソ トープ総合 セン ター
利 用 者 協 議 会

任期２年：17.11.30山 下 正 兼

矢　澤　道　生

矢　澤　道　生

専攻等名

委員会名



平成１６年６月現在　　№４

生 物 学 高分子機能学
地球惑星物質

科　　学
地 球 物 理 学

  魚　崎　浩　平 任期２年：18.6.9

  佐々木　陽　一 任期２年：17.3.31

機器分析センター運営委員会 鈴　木　孝　紀 任期２年：17.4.30

鈴 木 範 男

山 本 興 太 朗

片 倉 晴 雄

山 口 淳 二

総 合 博 物 館 運 営 委 員 会 増 田 道 夫 任期２年：17.3.31

総合博物館点検評価委員会 増 田 道 夫 任期２年：17.3.31

堀 口 健 雄

柁 原 宏

言語文化部共同利用委員会 河 本 充 司 任期２年：17.3.31

キャリア支援・教育連絡会議 藤 野 清 志 任期なし

先端科学技術研究センター
外 部 委 員 会

西 村 紳 一 郎 任期２年：17.3.31

同 上 遺伝子実験施設
共 同 利 用 委 員 会

任期２年：17.3.31

先端科学技術研究センター
運 営 委 員 会

任期２年：18.3.31

量子集積エレクトロニス研究セン
タ ー 運 営 委 員 会

中 原 純 一 郎 任期２年：17.3.31

任期２年：17.3.31

知識 メデ ィア ・ ラボ ラ ト リー
（ VBL ） 運 営 委 員 会

加 藤 幾 芳 任期２年：18.3.31

同 上 生 物 実 験 施 設
共 同 利 用 委 員 会

任期２年：17.3.31

総 合 博 物 館 運 営 委 員 会
モデルバーン等一般公開に関する専門委

員 会
事務長 任期２年：18.3.31

任期２年：17.3.31鈴 木 範 男

総合博物館資料部研究員
在 田 一 則 、 新 井 田 清 信
川 村 信 人 、 三 浦 裕 行

北方生物圏フィールド科学
セ ン タ ー 運 営 委 員 会

片 倉 晴 雄 藤 野 清 志 任期２年：17.3.31

情報基盤センター情報ネット
ワークシステム学内共同利用

任期２年：18.3.31林 祥 介

情報基盤センター教育情報
シ ス テ ム 学 内 共 同 利 用

大 西 明 任期２年：18.3.31

エネルギー変換マテリアル研究
センター  運営委員会

伊 土 政 幸

物 理 学 専 攻 備 考化 学 専 攻
生 物 科 学 専 攻 地球惑星科学専攻

そ の 他

触 媒 化 学 研 究 セ ン タ ー
運 営 協 議 会

宮　下　正　昭 任期２年：17.3.31

触 媒 化 学 研 究 セ ン タ ー
運 営 委 員 会

数 学 専 攻
専攻等名

委員会名



平成１６年６月現在　　№５

生 物 学 高分子機能学
地球惑星物質

科　　学
地 球 物 理 学

◎ 川 端 和 重

幸 田 敏 明

宮　下　正　昭 ◎ 河 野 敬 一

矢　澤　道　生 出  村  誠（〜17.3.31)

鈴　木　孝　紀  グン　剣萍（〜17.3.31)

分　島　　　　亮

小 田 研 ◎ 藤 野 清 志

江　川　　　徹

◎ 野 村 一 成

伊 土 政 幸

網 塚 浩

◎ 伊 土 政 幸

今　村　　　平 佐 々 木 直 樹

網 塚 浩

宮　下　正　昭

井　川　駿　一

島村英紀

（地震センター）

獣 医 学 研 究 科
動物死体焼却炉運営委員会

幸 田 敏 明 任期２年：18.6.10

共同利用施設 工学研究科高エネルギー
超 強 力 Ｘ 線 解 析 室 運 営 委 員 会 小 野 寺 彰 任期２年：18.3.31

共 同 利 用 施 設 工 学 研 究 科
理 工 系 Ｒ Ｉ 総 合 研 究 室 運 営 委 員 会 今　村　　　平

任期２年：17.3.31

共 同 利 用 施 設 工 学 研 究 科
核磁気共鳴装置研究室運営委員会 任期なし

共同利用施設 医学研究科
超遠心機研究室運営委員会

熊 谷 健 一 新 田 勝 利

任期なし

八　木　一　三 任期３年：18.12.31

永 井 隆 哉 任期３年：19.5.31

任期２年：18.3.31

矢　澤　道　生

共 同 利 用 施 設 工 学 研 究 科
汎用シミュレーター施設運営委員会

共 同 利 用 施 設 工 学 研 究 科
光電子分光分析研究室運営委員会

共 同 利 用 施 設 工 学 研 究 科
全自動微小部分析装置運営委員会

数 学 専 攻 物 理 学 専 攻 化 学 専 攻
生 物 科 学 専 攻 地球惑星科学専攻

そ の 他 備 考

共同利用施設 理学研究科
高分解能核磁気共鳴装置研究

室 運 営 委 員 会
任期２年：17.5.31

理 学 研 究 科
倫 理 審 査 委 員 会

任期２年：17.3.31

理 学 研 究 科
動 物 実 験 委 員 会

任期１年：16.9.24

山 下 正 兼

坂　口　和　靖
山下正兼、小池達
郎、加藤敦之、
栃内新

幸 田 敏 明

共同利用施設 理学研究科
エネルギー分散、波長分散蛍光
Ｘ線分析研究室運営委員会

任期２年：17.8.15

共同利用施設 理学研究科
極低温液化センター運営員会 新 田 勝 利

〜17.3.31まで

任期２年：18.3.31

エネルギー変換マテリアル研究センター
超高圧電子顕微鏡研究室専門委員会 藤 野 清 志 任期２年：18.3.31

共同利用施設 理学研究科
量子干渉方式広温度領域磁化
測 定 研 究 室 運 営 委 員 会

任期２年：16.9.30

専攻等名

委員会名



⽉ ⽇ 曜    事    項

7 1 ⽊ ⼊学試験委員会13:00

1 ⽊ 研究科教授会13:30

1 ⽊ 3年次編⼊学願書受付（〜12⽇）

2 ⾦ 修⼠（博⼠前期）課程及び博⼠後期課程⼊学願書受付（〜8⽇）

27 ⽕ 修⼠（博⼠前期）課程及び博⼠後期課程⼊学試験（〜29⽇）

27 ⽕ 全学教育部補講⽇（〜28･30⽇）、夏季休業（〜9⽉22⽇）

30 ⾦ 全学教育部第１学期授業終了

30 ⾦ 第2学期授業時間割の提出締切

 

8 2 ⽉ 全学教育部第1学期定期試験（〜12⽇）

2 ⽉ 北海道⼤学オープンユニバーシティ

3 ⽕ 理学部体験⼊学（〜4⽇）

6 ⾦ 理学部（物理学科）第3年次編⼊学試験

12 ⽊ ⼊学試験委員会13:10

12 ⽊ 研究科教授会13:30

12 ⽊
修⼠（博⼠前期）課程及び博⼠後期課程⼊学試験合格発表
15:00

13 ⾦ 9⽉学位授与予定者の審査報告関係書類提出締切

13 ⾦ 全学教育部第１学期追試験（〜13⽇）

13 ⾦ 全学教育部夏季休業（〜9⽉30⽇(⽊)）

17 ⽕ 研究⽣・聴講⽣・科⽬等履修⽣願書受付（〜23⽇）

20 ⾦ 学位申請（9⽉付託）締切

 

 

 



26 ⽊ 全学教育科⽬第1学期定期試験及び追試験成績提出締切12:00

26 ⽊ 専攻⻑・学科⻑会議 13:30

 

9 2 ⽊ ⼊学試験委員会13:20

2 ⽊ 研究科教授会13:30

2 ⽊ 学部教授会15:30

2 ⽊ 3年次編⼊学試験合格者発表16:00

24 ⾦ 学位記授与式

24 ⾦ 学位申請（10⽉付託）締切

24 ⾦ ⼤学院･学部専⾨科⽬補講･集中講義期間（〜30⽇）

27 ⽉ 全学教育科⽬集中講義期間（〜30⽇）

30 ⽊ 専攻⻑・学科⻑会議13:30

30 ⽊ 学部専⾨科⽬第１学期成績提出締切

 

10 １ ⾦ 学部専⾨科⽬･全学教育部第2学期授業開始

１ ⾦
修⼠（博⼠前期）課程及び博⼠後期課程⼆次試験実施の有無締
切

7 ⽊ 研究科教授会13:30

12 ⽕ 学部学⽣（2年次以上）履修届受付（〜13⽇）

13 ⽔ AO⼊試出願期間（〜20⽇）

21 ⽊ 国⽴⼤学法⼈10⼤学理学部⻑会議（東京）

22 ⽔ 国⽴⼤学法⼈理学部⻑会議（東京）

29 ⾦ 学位申請（11⽉付託）締切
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